
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成29年度決算）
宮城県石巻市　石巻市立牡鹿病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 50床未満 非設置 25

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 3 - ド 救 輪 - - 25

25

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　過疎地である牡鹿地域唯一の病院として、急性
期医療に対応し、外来・入院の一般診療のほか、
24時間体制での救急患者対応、予防接種、乳幼児
健診、学校健診、健康診断、さらには、地域内の
住民及び各種施設への往診等を行っており、地域
住民の医療不安を解消し、良質な医療を提供して
いる。

146,162 3,588 第１種該当 １０：１ 25 -

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　東日本大震災の影響等による地域内人口の減少
に伴い外来収益が前年度より約20,000千円減額し
たほか、地方交付税の算出基礎を基に積算してい
る一般会計繰入金の「経営基盤強化対策負担金」
が減床分の特例措置終了に伴い約30,000千円減額
したため、経常損失が約50,000千円発生し、経常
収支比率、医業収支比率、累積欠損金比率及び職
員給与費対医業収益比率の悪化に影響している。
　材料費対医業収益比率は、医薬品における後発
品（ジェネリック医薬品）の割合が年々増加して
いる影響もあり、前年度と比較し減少している。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28H27 H28 H29 H25 H26 H27

25.7当該値 102.4 99.7 101.0 100.9 93.1 当該値 67.0 59.3

24,602 23,932

30.8 32.0

平均値 98.3 96.5 97.7 96.2 94.8 平均値

105.5 111.1 128.2 当該値 25.9 19.162.7 60.6 57.3 当該値 111.3 114.4

65.6 63.4 62.3

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

132.7 154.8 139.9 156.6 106.0 平均値73.2 70.5 72.2 69.5 67.7 平均値 63.9 64.9

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産の約8割を占める建物の法定耐用
年数は39年だが、竣工から15年しか経過していな
いため、有形固定資産減価償却比率については、
類似病院平均値を下回っている。
　器械備品については約64,000千円の新規購入及
び約43,000千円の除却により減価償却率が減少し
ている。
　１床当たり有形固定資産については、平成15年
の病院建設時には50床を有する病院であったが、
患者数の減少により平成18年に40床、平成22年に
25床に減床しているため、現在の病床数で比較し
た場合過大な建物となっており、類似病院平均値
を上回っている。
　今後は、医療機器及び給排水・空調・受電源設
備等の耐用年数経過による部品提供が順次終了す
る見込みから、計画的な更新と小規模修繕を行っ
ていきたい。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

24,767 25,920

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 8,208 7,997 8,159 8,000 8,02324,479 25,136

36.3当該値 71.5 70.0 66.3 69.9 74.5

平均値 24,294

当該値 35.1 41.9当該値 12,969 13,127 13,861 13,220 13,62823,866 24,326 40.6 37.5当該値 23,219

全体総括

平均値 20.1 19.1 19.3 17.6 17.4平均値 75.6 73.4 75.2 79.5 81.1

H27 H28 H29

　従来からの人口減少に加え、東日本大震災の影
響により、さらに人口減少に拍車がかかり、収益
環境は今後さらに厳しくなると予想される。ま
た、例年医業外収益として電源立地地域対策交付
金を財源とした一般会計繰入金（補助金）を計上
していることから、経営は比較的安定しているも
のの、女川原子力発電所の立地に依存する財源で
あることから、将来的な安定財源として見込むこ
とは難しい状況にある。
　しかし、東日本大震災からの復興が進む牡鹿地
域唯一の病院として必要不可欠な医療機関であ
り、今後は、収支両面において、平成29年3月に
策定した「石巻市新公立病院改革プラン」によ
り、実施結果を検証し、平成32年度における経常
収支比率100％達成を目指していく。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28

70,808,000 70,935,560 71,785,400

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 34,662,133 37,994,115 42,228,890 41,785,853

当該値 5.6 35.7 38.4 41.6 41.7

H29 H25 H26

当該値 70,486,840 70,418,080当該値 20.3 60.9 64.3 70.5 59.5

44,571,078平均値 48.8 66.7 67.2 70.5 68.9平均値 37.9 47.3 50.2 52.7 52.8
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③１床当たり有形固定資産(円)
【45,442,498】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.3】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.0】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【14,202】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【50,718】


